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昨
年
十
月
の
水
際
対
策
の
緩
和
等
に
よ
り
、
急
速
に
航
空
需
要
が
回
復
し
て
い
る
中
、
我
が
国
の
航
空
業
界
は
慢
性
的
な
人

手
不
足
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
喫
緊
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
エ
ア
ラ
イ
ン
等
の
航
空
整
備
士
に
お

い
て
は
、
求
職
者
は
年
々
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
航
空
整
備
士
を
養
成
す
る
航
空
専
門
学
校
に
い
た
っ
て
は
航
空
整
備
士
を

志
願
す
る
入
学
者
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
我
が
国
の
主
要
航
空
会
社
に
お
け
る
航
空
整
備
士
・
航
空
機
操
縦
士
が
二
〇
三

〇
年
に
大
量
に
退
職
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人
材
不
足
に
歯
止
め
が
効
か
な
け
れ
ば
、
よ
り
一
層
、
航
空
整

備
士
・
航
空
機
操
縦
士
が
安
定
的
に
供
給
で
き
な
く
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
ま
た
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
消
防

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
操
縦
士
や
整
備
士
に
お
い
て
も
二
〇
三
〇
年
に
大
量
に
退
職
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。 

 

我
が
国
の
今
後
の
航
空
需
要
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
人
材
不
足
の
危
機
的
な
状
況
が
到
来
す
る
前
に
、
制
度
改
正

や
省
庁
間
の
連
携
、
産
学
官
が
連
携
す
る
等
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
り
航
空
整
備
士
・
航
空
機
操
縦
士
の
人
材
を
確
保
す
る
こ

と
が
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。 



 

２ 

 

一 

エ
ア
ラ
イ
ン
等
の
航
空
整
備
士
に
占
め
る
航
空
専
門
学
校
出
身
者
の
割
合
は
約
七
割
に
も
上
る
た
め
、
航
空
整
備
士
不
足

を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
専
門
学
校
へ
の
整
備
士
志
願
の
入
学
者
を
増
や
す
こ
と
が
一
番
の
近
道
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
方

で
航
空
専
門
学
校
で
は
、
学
生
生
活
は
航
空
整
備
士
の
国
家
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
学
習
、
訓
練
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
航
空
専
門
学
校
へ
の
入
学
を
逡
巡
す
る
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

例
え
ば
、
航
空
専
門
学
校
で
は
、
航
空
機
整
備
の
た
め
の
実
機
を
使
用
し
た
基
本
的
な
知
識
・
技
術
の
習
得
に
重
点
を
置

く
こ
と
と
し
、
現
行
の
航
空
整
備
士
の
国
家
試
験
の
試
験
科
目
に
つ
い
て
、
学
科
試
験
（
機
体
、
発
動
機
、
電
子
装
備
品
、

航
空
法
規
）
と
実
地
試
験
の
一
部
（
「
整
備
の
基
本
技
術
」
（
法
規
関
連
、
基
本
技
術
Ⅱ
）
）
の
み
を
受
験
し
て
合
格
す
る

と
と
も
に
、
応
用
力
が
利
く
人
材
の
育
成
（
Ｄ
Ｘ
、
英
語
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決
型
学

習
）
な
ど
）
を
行
い
、
航
空
会
社
に
就
職
し
た
後
、
エ
ア
ラ
イ
ン
等
で
は
使
用
す
る
航
空
機
に
応
じ
た
航
空
整
備
士
の
養
成

を
行
い
型
式
・
等
級
毎
に
国
家
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
と
す
る
、
と
い
っ
た
時
代
に
合
っ
た
役
割
分
担
の
明
確
化
を
行
う
こ

と
が
有
用
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
資
格
制
度
、
養
成
制
度
、
試
験
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の

見
解
を
伺
い
た
い
。 

二 

航
空
整
備
士
を
養
成
す
る
航
空
専
門
学
校
に
お
い
て
は
、
そ
の
養
成
に
必
要
な
機
体
、
設
備
・
機
器
等
の
購
入
・
維
持
管



 

３ 

 

理
等
の
経
費
が
嵩
む
こ
と
か
ら
学
費
が
三
年
間
で
約
三
百
四
十
五
万
円
に
も
上
る
。
入
学
者
の
減
少
の
要
因
の
一
つ
と
し

て
、
学
費
が
高
額
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
入
学
者
を
増
や
す
方
策
と
し
て
、
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
等
、
国
や

業
界
団
体
に
お
け
る
新
た
な
支
援
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

三 

航
空
機
操
縦
士
（
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
操
縦
士
を
含
む
。
）
の
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
自

衛
隊
を
退
職
し
た
優
れ
た
資
質
を
持
っ
た
操
縦
士
を
、
よ
り
一
層
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
国
土
交
通
省

で
は
、
平
成
二
十
一
年
か
ら
自
粛
し
て
い
た
自
衛
隊
操
縦
士
の
民
間
に
お
け
る
活
用
（
割
愛
）
を
平
成
二
十
六
年
三
月
よ
り

再
開
し
、
さ
ら
に
、
平
成
三
十
一
年
二
月
に
は
、
観
光
先
進
国
の
実
現
の
た
め
、
操
縦
士
資
格
試
験
の
合
理
化
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
自
衛
隊
操
縦
士
の
航
空
会
社
へ
の
採
用
は
極
め
て
少
数
で
あ
る
。 

 
 

そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
、
防
衛
省
及
び
航
空
会
社
が
よ
り
一
層
連
携
を
強
化
し
、
自
衛
隊
に
在
職
中
に
お
い
て
民
間
に
お

け
る
中
型
機
や
大
型
機
の
操
縦
士
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
に
よ
り
、
自
衛
隊
を
退
職
し
た
操
縦

士
が
円
滑
に
航
空
会
社
に
再
就
職
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


